
ケインづアン2部門モデルに

　　　おける分配理論

I

一

一

一 崎　一　明

　ケインズの｢雇用，利子および貨幣の一般理論｣が発表されて以来，ケ

千ンズはもちろん，その他の人々によって，ケインズ理論と古典派理論の

　　　　　　　　　　　　　1)対比がしばしばなされてきた．ここでの目的は，古典派モデルとの対比に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2)おいて，ケインジアン2部門モデルを構築し，比較静学の手法によって，

投資需要の増加か各部門の雇用量，利潤所得にいかなる影響を及ぼすかを

　　　3)分析し，それを図解によって示すことにある．　　＜　　　　　　　　……

　まず，モデルを示す．生産物は資本財と消費財にそれぞれ分割され，両

部門の生産関数はつぎのように表わされる．

出　　耳＝F,(iV,.),　　i=l, 2.

短期モデルであり，Y,は資本財の生産量，皿は資本財部門の雇用量を表

わし，鴇,凡はそれぞれ消費財の生産量，消費財部門の雇用量を表わし

ている．また罵メO （汗l, 2）,尽くO（沁1丿）である．この生産関数の

D
沁
　たとえば, Keynes［5], Hicks［3］，

　古典派2部門モデルについては三崎［7］参照。ここでのモデルの構築はHicks

［3], Allen［1］に従っている。

3）1部門モデルでは,Kaldor［4],Atsumi［21参照.

4）司＝願Ji" ＝具である以下，同じ記号法を使用する
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ケインジアン2部門モデルにおける分配理論

　もとにおいて，利潤極大条件はつぎのようになる.

　(2)　w＝あ罵(皿)

　　　　　＝Pz･Fi(N,)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5)上式において, wは貨幣賃金率を表わし，ここでは所与であると考える．

pi,Piはそれぞれ資本財価格，消費財価格を表わしている．

　資本財市場の均衡条件はつぎの式によって示される．

(3）　九■ 鴇＝I

　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　7は投資需要であり，ここでは所与と考える．

　また，資本財市場，消費財市場，労働市場が均衡であるためには，

(4)　s 。･ z/■Nd十Sn ・ RこI

が成立しなければならない. ら, Snはそれぞれ，賃金所得からの貯蓄性向，

　　　　　　　　　　　　　　　　　n利潤所得からの貯蓄性向を表わし, がぶま総雇用量, 尺は利潤所得を表わ

している．利潤所得は，

（5)　R = Y－扨・N。

で示され, Yは貨幣国民所得である。それは，

(6）　Y＝石･ 耳十石・Y.

で示され，総雇用量は

f7）　Nr,＝N,十凡

5）すなわち，貨幣賃金率は，短期において，硬直的であると考える. Keynes［5］

　p. 27, Salant［8］参照.

6）三崎［7］の古典派2部門モデルにおいて，貨幣市場を除外したので，ここで

　も同様に貨幣市場を除外する．

7）Oくらくsuく1である．
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ケインジアジ2部門をデルにおける分配理論

で示される．ここでは, Nu か必らず実現する不完全雇用状態を考える．

その意味において，労働市場はつねに均衡している．　　．

　上のモデルにおいて，未知数は, F，7i、Y,，N､，N,，N。,恒，祐Rであ

り，パラメターは, W, I, ら,なである．

　　　　　　　　　　　　I

比較静学を行うため，モデルをつぎのように簡潔にする．

(8)　　w＝久■ F{

(9)　ひ＝瓦･ 瓦

帥　　Pi・几＝I

㈲　　ら■ ω■ (iV,十N)十Sn ■俑, ■几十九・几一w{N,十A^2)}＝九・几

上の方程式体系において，未知数は. Pi, p2, Ni，N,である．ここで投資

　　　　　　8)需要か変化した場合，各変数にどのような変化を及ぼすかを考える．その

ため，上式を仝微分して，次式をえる.

㈲　　D ■N=I

ただし，

　　　　　一司　　　　　○

工)ﾆ

|

-(1一

万

)・F,　S

:ぐ

2

　一タピ阿

　　　○

　　Pi ■凡

べい（トSw）

一ﾀ2

○

■Ft

　O

S。･切

N＝(dp,, 卵2，dN,, dN^)', I＝(0,0, dl, 0)'である．

　この結果，投資需要の増加による効果は，つぎのように表わされる．

8)投資を予想所得の関数であると考えれば，この場合，投資需要の変化は予想所

　得の変化であると考えられる. Meltzer［6］参照.　　　　　　　　，
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ケインジアン2部門モデルにおける分配理論

(13)音＝☆･PヅFし(SaりいF^ ・F;一S。･W ･凡)

(II音＝☆・一)2・F;■ {(1－sJ)・ﾔ・凡－(-ﾌﾞSn)Pi・FいダFf}

他言＝☆一司・(snゆ2.F2-眺－s^-ゆ阿)

閲子＝☆■F',･{(I－ら)w.Fト(lこSπ)ゆ^ぶr阿}

　いままでの符号についての仮定で，各式の分母の符号は確定する. |到

の符号が判明すればよい事になる. ID＼を展開して，次式をえる.

(17)　＼D|＝(s｡心ゆい昌－s^■折り2-F2-尽){(馬)－几･バ}

ここで，

㈲　(司)2一F,-F'i＞Q

　　　　　9)であるので，|到の符号が確定し，正となる．その結果，

淑子＞0,子＞0,言＞0,言＞0

がえられる．

　また，投資需要の増加による資本財生産量)消費財生産量に対する効果

は，　　　　　　　　　　　　　　　　■■　　　　■　■　　　　　　　　　■

剛づぶし=昂寸

阻）孚＝路言

9）キ’龍＝づ労い匹･姉総資声財供給量の資本財価格に対する弾力性

　と関係している.Hicks［3］参照.
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であるので，それぞれ正の符号をえる．

　賃金所得，利潤所得に対する投資需要増加の効果は，次式より，

62)　　燃戸)＝べ⑤十皆)

(23)言V" ,づ9!十Y･くか

それぞれ，プラスの効果をえる．

　貨幣賃金率，投資需要を所与とした場合，投資需要が増加すれば，資本

財価格，消費財価格はともに上昇し，両部門の雇用量もともに増加する事

になる．その結果，賃金所得，利潤所得はそれぞれ増加する.

　　　　　　　　　　　　　　　　�

　以上の結果を図解する．まず，資本財供給関数，消費財供給関数は，山

式,（2）式より，それぞれ，

削

回

Pi･Y,＝G,(皿)

石･焉＝G,(Ⅳ,)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）と表わされ，それぞれ，上に凹の関数であると仮定する．図において，そ

10）皿に関する1階の導関数, 2階の導関数はそれぞれ，

　　　　　遡｛ﾂご立=卵F;十胤･瓦

邑ﾐﾀj?気=卵F;＋2ぶ;･貪十弓･鋲

である･ 祗/dNi，妁）/dN^,の符号か確定すればよい事になる．

　　亦,＿＿卵f;
　　---　　dNi　　　昌

　d仇＿

dm

(飢ぶ-十盤ぶ;)ぶ;一卵(､F;)

上式より, dpJd皿の符号は正であり, 司"が負であると仮定すれば, d%/dm

の符号は正となる．その結果，di)i･Y)μ凰の符合は正となり. ぶ(Pi･玖)μ司

の符号は正となる．
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ケインジアン２部門モデルにおける分配理論

れぞれタ，曲線，^2曲線として描かれている．

　消費需要は，

(26)　　C＝(l－s。●扨●7V,十(1一Sn)R

で与えられ, 1階，2階の偏導関数はそれぞれ，

副長― (1-s。)w十(l－Sjr)F,庶

随員＝＝(I一Sn){月毎十几齢}

であり，ともに正である．また，均衡点で5,曲線との勾配を比較すれば，
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（29）　　dN, ・長

　　　11)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12)である．また，夕2・恰幅との切片は，正であるので，これを考慮して，消

費財需要曲線は, c曲線として，図に描かれている．

　第１象限のNn曲線は, (7)式を図式化したものであり，第３象限のｙ

曲線は(6)式を図式化したものである．

　利潤については, 尺一定のもとで, Nレに関して微分すると，次式をえ

る．

国器r
＼競/几衆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）この符号は負であり, 2階の導関数の符号もまた負である．したがって，

利潤曲線は原点に対して凹である．ところで, （30)式を変形すれば，

(31）　　悦べ岬/づ

　　　d皿　　　　（瓦）2　　（瓦）2

をえる．したがって，資本財供給量の資本財価格に対する弾力性と消費財

供給量の消費財価格に対する弾力性との比較によって，均衡点における勾

配が定まる事になる．すなわち，資本財部門の弾力性が消費財部門の弾力

性よりも大きければ，均衡点における勾配はＯと－1の間にあり，弾力性

が等しければ，勾配は1に等しく，資本財部門の弾力性が消費財部門の弾

11）息課ｼy立＝知瓦十几・畿と圀式を比較すれば, 0くs。くS/7＜1のもとで，聯

　式がえられる。

12)C＝a－s。・W'Ni十a－Sit)(Pi・Fi－W'＼)で示される。

13）
d^Ⅳo

　　一一一一
dNo

戸゛貪■(f[゛畿十Fi゛畿)‾...鋲■(巧‘胤゜く回で十几゛畿゜づn)

　　　　　　fr.・dN,)

から，上記の結果をえる．
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ケインジアン2部門モデルにおける分配理論

力性よりも小さければ，勾配は－1よりも小さくなる．

　これらを考慮して，図において，資本財部門の価格弾力性か消費財部門

の価格弾力性よりも大きい場合について, 尺曲線として利潤曲線を描い

ている．･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　いま．投資需要が7として与えられると，資本財部門の雇用量がN;に

決ま胎PiとY,がそれぞれPi. Y;に決まるレこれによって，浪費財需

要曲線の位置が定ま仏　c＊曲線として描かれる．消費財部門の雇用量は

A^;であり，消費財需要額はc＊に定まる．この時，総雇用量，貨幣国民

所得はそれぞれm､ Y'nに定まる．そして，利潤曲線はi?＊曲線として示

される．　　　　　　　　　ゲ

　投資需要が7からがに増加すると，資本財部門の雇用量はNrに増

加し，消費財部門の雇用量も祠「に増加する．総雇用量，貨幣回民所得

はともに, m＼,Y『に増加する．そして，利潤所得も増加し, 尺＊＊曲線と

して描かれる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ

　貨幣賃金率，投資需要が与えられたもとで，モデルを構築し，過少雇用

均衡における投資需要変化の影響を分析した．その結果，このように考え

られたケインズ・モデルにおいては，投資需要増加の効果は，資本財部門，

消費財部門両部門のすべての変数，すなわち，両部門の雇用量，生産量，

利潤を正の方向に変化させ，結果として，総雇用量，貨幣回民所得，利潤

所得，賃金所得をも正の方向に変化させる．ただし，資本財供給の価格弾

力性と消費財供給の価格弾力性の違いは，両部門間の利潤の比率に影響を

与える．すなわち，資本財供給の狂i格弾力性が消費財供給の価格弾力性よ

りも大きければ，均衡点において，利潤曲線の勾配はOと－1の間におり，

価格弾力性が等しい場合には，その勾配は－1となる．また，資本財供給

の⑤賂弾力性が消費財供給の価格弾力性よりも小さければ，均衡点での利

　　　　　　　　　　　　　　　－133－
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潤曲線の勾配は－1よりも小さくなる．
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